平成24年度入学者選抜における公立・私立高校の募集人数について
	(1) 平成２３年度からの私立高校生に対する授業料無償化の拡大により、家庭の経済的事情に関わらず、公私を問わず自由に学校選択できる条件が整った。
その結果、平成２３年度入試においては、府内公立中学校卒業生が前年より2,050人減少する中、私立高校への入学者は前年を3,006人上回る20,996人となり、府内の高校入学者に占める割合は前年を4.8ポイント上回る32.2％となった。
一方、公立高校の入学者数は前年を3,639人下回る44,129人となり、府内の高校入学者に占める割合も67.8％となった。
(2) 私立高校への入学者が大幅に増加したこと等に伴い、昼間の高等学校への進学率は、過去最高の93.5％となり、計画進学率（93.9％）との差は0.4ポイントとなった。


１．平成２３年度入学者選抜における生徒就学状況
２．平成24年度の公立・私立高校の募集人員

	平成23年度は流動化の規模が予測困難なため、公立、私立がこれまでの7：3をベースにしつつ、それぞれ募集人員を設定した上で、計画進学率等から算出された府内進学者予定者数がすべて受入れ可能であることを確認する。
平成24年度以降についても、就学セーフティネットの観点から、公私トータルで高校進学予定者数を上回る募集人数が確保されていることを確認していくものとする。


（参考：平成23年度の公私協の確認事項）
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11月15日（火）大阪府公私立高等学校連絡協議会　における確認事項





■平成24年度　公私立高校の募集人数（昼間の高等学校）


　公立　４５，３２０人　私立　２３，８００人以上　合計　６９，１２０人以上


　　　※募集人員は、併設中学校からの内部進学者数を除く。





（参考）平成24年３月　府内公立中学校卒業者の府内進学予定者数
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